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１．開 会 

２．会長あいさつ 

３．議 事 

(1) 地域予算提案事業について 

＜説明＞ 

8/7（金）付の通知で 3 事業の優先順位の確認、事業概要に関する意見照会に

対し、寄せられた意見について説明します。 

 

○優先順位１ 自治会案内板の設置 

優先順位について意見はありませんでした。 

岩舟地域内でばらばらのデザインでなく統一したほうがいい、という意見があ

りましたので材料調達、設置は行政の役割としました。 

地域と行政の役割を考えると地名由来、スローガン等掲示内容を練るのが地域

の役割となるかと思います。 

また、掲示内容が自治会名だけでは地域の役割が見えないことから、地名由来

や地域のスローガンとしてはどうか？自治会名でなく旧村単位の地域名とする

ことで自治会同士の話し合い、ひいては実働組織立ち上げのきっかけともなるの

ではないかという提案です。 

 
○優先順位２ 栃木市図書館岩舟館内の郷土資料の充実化 

内容は郷土資料図書の購入と郷土資料のデジタル化です。 

行政の役割として郷土の偉人である円仁や小野寺氏に関する資料の購入、埋も
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れている郷土資料の発掘、発掘した資料のデジタル化になります。 

地域の役割は学習会への参加、郷土資料の情報提供になります。 

担当課の意見ですが、図書購入の担当課では古本屋で取り扱っているような古

文書については取り扱いが難しいので市販品なら可能とのことです。 

また、郷土資料の購入については図書館指定管理者へ指示してあるとのことで

す。 

デジタル化の担当課ではデジタル化した資料を活用したパネル作成等も考え

られるが、それに伴う解説文の作り方、パネルの展示場所の確保等の条件につい

て検討してもらう必要があるとのことです。 

 
○優先順位３ 通学時の安全確保事業 

本件について意見はありませんでした。 

 

今回は初めての地域予算提案事業です。事業全体の流れを把握する、また事業

効果を検証しやすくするため、今年度については事業を一つに絞り進めてはいか

がでしょうか。その事業については優先順位の一番目とされた自治会案内板の設

置事業としてはどうでしょうか。というご提案をいたします。 

優先順位２については平成28年に情報収集し、平成29年度に取り組んでいく。 

優先順位 3 については教育委員会で対応中であることから、どうしても対応を

要するところについては意見書を提出することも可能かと思われる。 

 

平成 28 年度については優先順位１の自治会案内板の設置をもとに進めます。

詳細は次回以降話し合うことにします。 

 

４．その他 

・視察研修について 

9/11皆川地区街づくり協議会。出席される方は平成２６年度総会資料に目を通し

準備をお願いする。 

・地域会議だよりの情報提供について 

市民の興味を引くような話題の提供をお願いする。 

・9/12 静和２区の「まちづくり実働組織」勉強会開催周知 

５．閉 会 

 


